
歯学部アドミッション・ポリシー 

 

【求める人材像】 

大阪大学のアドミッション・ポリシーのもとに、歯学部では生命科学および健康科学に貢献できる創

造性と主体性、さらに多様な価値観を尊重できる柔軟性を備えるとともに、最先端の歯科医学と歯科医

療に関する知識と技術の修得に意欲的に取り組み、次世代の歯科医学研究、歯科医療を牽引できるリー

ダーを目指す意欲に満ちた、以下のような能力・資質を備えた人を受け入れます。 

（１）他人に対する思いやりの心を有している人 

（２）生命、医療に強い関心をもっている人 

（３）自らの考えを論理的に伝えることができる人 

（４）高等学校等にて習得すべき基礎学力を有している人 

（５）歯学部での学修に必要な理科、数学、外国語の各科目について十分な知識を有している人 

（６）自立的な問題解決能力を涵養している人 

（７）世界に目を向け、健康科学の発展に貢献しようという意欲のある人 

 

【入学者選抜の基本方針】 

上記のような人材を受け入れ、また多様な学生を確保するため、国内の学生においては一般選抜と学

校推薦型選抜による入試を行います。また、学生の学習環境としてグローバルな多様性を確保するため、

私費外国人留学生特別入試を行います。 

 

【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 

１．一般選抜では、特に（５）及び（６）を重視した評価を行います。すなわち、（４）に対して共通テ

ストにて国語、地理歴史・公民、理科、数学、英語、情報を課す一方で、二次試験では理科、数学、

外国語の記述式問題により（５）及び（６）に関する能力を評価します。さらに、面接試験によっ

て（１）、（２）、（３）、（７）に関する能力を評価します。 

２．学校推薦型選抜では、特に（２）、（３）、（７）を重視した評価を行います。すなわち、（４）に対し

て共通テストにて理科、数学を課します。その際、（５）に対する能力を重視した配点を採用しま

す。さらに、面接試験及び推薦書によって（１）、（２）、（３）、（６）、（７）に関する能力を評価す

るとともに、（５）に対しては英語資格、（３）、（７）に対しては自己推薦書による評価も併せて行

います。 


